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代表質問を終えて 　　
提出された議案

可決された意見書

令和２年１２月定例会では議案２６件及び諮問
１件が提出され、議案については、いずれも原
案のとおり可決または承認され、諮問について
は、請求を棄却する旨の答申が決定されました。

〇議員提出議案　１件
・福岡県ワンヘルス推進基本条例の制定につ
いて

〇予算議案　３件
・令和２年度福岡県一般会計補正予算（第７号）
・令和２年度福岡県一般会計補正予算（第８号）
・令和２年度福岡県一般会計補正予算（第９号）

○条例議案　７件
・福岡県職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県特別職の職員の給与等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・福岡県保健福祉関係手数料条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県緊急経済対策資金信用保証料補填臨
時基金条例の制定について
・福岡県農林水産関係手数料条例及び大規模
災害の被災者に対する使用料及び手数料の
免除等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
・福岡県公立学校職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
・福岡県警察職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

〇専決処分したものについて報告し承認を求め
る議案　１件
・財産の取得

〇工事請負契約の締結に関する議案　９件

〇その他の議案　５件
・当せん金付証票の発売について
・福岡県国際文化情報センターの指定管理者
の指定について
・福岡県障がい者リハビリテーションセン
ターの指定管理者の指定について
・福岡県立飯塚研究開発センターの指定管理
者の指定について

・福岡県建設技術情報センターの指定管理者
の指定について

〇諮問　１件
・退職手当支給制限処分に対する審査請求に
関する諮問について

　

冒
頭
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
者
向
け
の
病

床
確
保
の
状
況
や
医
療
提
供
体
制
の
現
状
に
つ
い
て
質
し
、
知

事
か
ら
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施

設
等
の
感
染
対
策
を
強
化
し
、
さ
ら
に
検
査
体
制
の
拡
充
を

行
っ
て
い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

農
政
問
題
に
つ
い
て
は
、
農
業
経
営
者
の
学
び
直
し
と
、
次

世
代
を
担
う
学
生
の
教
育
を
一
体
的
・
効
率
的
に
行
う
た
め
、

農
業
大
学
校
に
「
ふ
く
お
か
農
業
経
営
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
併
設
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
長
期
間
の
休
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
の
出
て
い
る
教
育
現
場
に
お
い
て
、

衛
生
や
生
物
・
環
境
の
つ
な
が
り
を
正
し
く
理
解
し
、
自
ら
実

践
し
て
い
く
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
の
教
育
を
、
医
師
・
獣
医
師
等

の
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、進
め
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
り
、

「
ア
ジ
ア
防
疫
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
誘
致
と
併
せ
「
ワ
ン
ヘ

ル
ス
」
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
新
た
な
企
業
進
出
の
動
き

を
県
内
全
域
に
広
げ
る
た
め
の
受
け
皿
づ
く
り
を
進
め
て
行
く

よ
う
質
し
た
の
に
対
し
て
は
、
各
市
町
村
の
意
欲
的
な
企
業
誘

致
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
地
元
企
業
と
の
取
引
拡
大
や
地
元

商
業
者
の
売
上
げ
向
上
に
繋
げ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
新
県
立
美

術
館
建
設
に
伴
う
「
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
」
と
連
携
し
た

県
営
西
公
園
の
再
編
整
備
を
求
め
た
の
に
対
し
て
は
、
来
年
を

目
途
に
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
「
世
界
体
操
・
新
体
操
選
手
権
北
九
州
大
会
の

成
功
に
向
け
た
体
制
整
備
」「
Ｊ
Ｒ
九
州
長
者
原
駅
と
福
岡
市

営
地
下
鉄
福
岡
空
港
駅
の
接
続
」
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
今
後
の
感
染
症
対
策
、

介
護
を
必
要
と
す
る
感
染
者
へ
の
対
応
や
、
会
派
独
自
の
調
査

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
雇
用
対
策
や
生
活
支
援
等
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
態
勢
の
充
実
や
必

要
な
病
床
の
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
が
感
染
し
た
場
合
は
原
則
入
院
と
し
、
施
設
職
員
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
確
保
に
全
力
を
傾
け
る
こ
と
、
生
活
福
祉
資
金

の
延
長
や
生
活
保
護
へ
の
円
滑
な
引
き
継
ぎ
で
県
民
生
活
を
支

え
る
旨
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
こ
ど
も
宅
食
の
普
及
促
進
、
実
績
を
上
げ
て
い
る

県
産
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
の
継
続
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
へ
の
積

極
的
な
取
組
み
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
支
援
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
知
事
か
ら
は
い
ず
れ
も
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
住
宅
に
被
害

を
受
け
た
被
災
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
迅
速
な
応
急
修
理
を

図
る
こ
と
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正
内
容
の
周
知
を

図
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

教
育
関
係
で
は
、
教
育
長
及
び
知
事
か
ら
教
職
員
の
長
時
間

勤
務
の
解
消
の
た
め
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
学

校
で
の
業
務
改
善
を
図
る
こ
と
、
運
動
部
活
動
の
あ
り
方
の
指

針
の
遵
守
に
つ
い
て
は
私
立
高
校
へ
の
働
き
か
け
、
県
立
学
校

へ
は
個
別
指
導
を
行
う
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

民
主
県
政
県
議
団

　

先
ず
、来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
質
し
た
。
知
事
か
ら
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
県
税
の
大
幅
減
収
が
見
込

ま
れ
る
。
今
後
の
県
経
済
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
国
の
追
加

経
済
対
策
等
に
も
適
切
に
対
応
し
、
実
効
性
の
あ
る
経
済
・
雇

用
対
策
を
取
り
ま
と
め
、
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
歳
入
・

歳
出
の
両
面
か
ら
不
断
の
改
革
を
続
け
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
に
配
分
し
て
ま
い
る
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
域
自
治
体
と
基
礎
自
治
体
の
関
係
（
政
令
市
と
の

関
係
）お
よ
び
、今
後
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
人

口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
基
礎
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
が
持
続
可
能
な
形
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
自
主
性
・
自
立
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
県
が

積
極
的
に
市
町
村
業
務
の
補
完
機
能
、
広
域
調
整
機
能
を
果
た

し
て
行
く
事
が
重
要
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、「
政
令
市
と
は
共
通
す
る
課
題
に
対
し
、
知
恵

を
出
し
合
い
力
を
合
わ
せ
て
い
く
関
係
で
あ
る
べ
き
」。
ま
た
、

「
経
済
界
の
代
表
を
交
え
た
九
州
地
域
戦
略
会
議
で
は
、
官
民

が
一
体
と
な
っ
て
九
州
の
成
長
戦
略
を
目
指
し
た
戦
略
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
実
行
し
、
そ
の
究
極
の
姿
と
し
て
道
州
制

を
目
指
す
べ
き
」
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、コ
ロ
ナ
離
職
者
の
就
職
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
は
、

知
事
か
ら
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
働
く
場
を
失
っ
た
方
々
の
早
期

再
就
職
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
年
代
別
・
対
象
別
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、人
材
不
足
分
野
へ
の
転
職
支
援
を
強
化
し
、

早
期
再
就
職
に
向
け
た
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
」

と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

緑
友
会

公
明
党

　

未
曽
有
の
国
難
と
も
い
う
べ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
す
る
中
、県
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、感
染
症
の

脅
威
か
ら
県
民
の
命
と
健
康
、そ
し
て
生
活
を
守
る
こ
と
で
す
。

　

公
明
党
福
岡
県
議
団
で
は
、
福
岡
県
民
３
０
０
０
人
東
京
都

民
１
０
０
０
人
計
４
０
０
０
人
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
る
県
民
生
活
の
変
化
と
意
識
等
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
を
も
と
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

１
．
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
策
と
経
済
活
動
の
維
持
は
、
生

活
者
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
が
そ
の
成
否
を
握
っ
て
お

り
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
情
報
発
信
や
論
調
は
県
民
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
指
針
と
な
る
こ
と
か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
適
切
で
説

得
力
の
あ
る
情
報
発
信
を
求
め
た
。

　

２
．
コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
支
援
や
就
業
支
援
は
、
そ
の
業
績

や
環
境
の
変
化
を
よ
く
見
定
め
適
時
適
切
な
支
援
策
を
打
ち
出

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
環
境
と
、
生
活
者
意
識
の
変
容
を
常
に
把

握
す
る
必
要
か
ら
、
定
点
観
測
調
査
の
実
施
を
提
案
し
た
。

　

３
．
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
展
望
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
と
通

販
を
経
済
回
復
の
起
爆
剤
に
、
福
岡
の
先
進
的
な
民
間
活
力
と

福
岡
県
が
連
携
し
て
経
済
Ｖ
字
回
復
を
先
導
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
等
、
知
事
に
質
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
水
素
社
会
の
実
現
、
次
期
財
政
改

革
プ
ラ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、
８
０
５
０
問
題
な
ど
複
合
的

な
課
題
へ
の
対
応
、
不
登
校
へ
の
対
応
、
警
察
行
政
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

〇農業用ため池に係る防災工事等の推進に関す
る意見書
〇最低賃金の引上げとコロナ禍における中小企
業支援の拡充に関する意見書
〇不妊治療への保険適用拡大の確実な実施を求
める意見書
〇国産木材の需要拡大に関する意見書


